
令和８年度「世界エイズデー」実施要綱 

１ 名  称 

令和８年度「世界エイズデー」 

２ 趣  旨 

ＷＨＯ（世界保健機関）は、1988年に世界的レベルでのエイズまん延防止と患者・

感染者に対する差別・偏見の解消を図ることを目的として、12月１日を“Ｗｏｒｌ

ｄ ＡＩＤＳ Ｄａｙ”(世界エイズデー)と定め、エイズに関する啓発活動等の実

施を提唱した。 

1996年から、ＷＨＯに代わって、国連のエイズ対策の総合調整を行うこととなっ

たＵＮＡＩＤＳ（国連合同エイズ計画）もこの活動を継承しているところである。 

我が国においてもＵＮＡＩＤＳが提唱する“Ｗｏｒｌｄ ＡＩＤＳ Ｄａｙ”に

賛同し、その趣旨を踏まえ、12月１日を中心にエイズに関する正しい知識等につい

ての啓発活動を推進し、エイズまん延防止及び患者・感染者に対する差別・偏見の

解消等を図る。 

また、性感染症のり患と、ＨＩＶとエイズとの関係が緊密であること等を鑑み、

近年感染者数が増加している梅毒や、国内で散発的な患者の発生が報告されている

エムポックスについても、検査の実施や普及啓発の推進を図ることとする。

３ 主  題（キャンペーンテーマ） 

「あなたの話を聞かせてください」 

趣旨等については、別紙「令和８年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマに

ついて」を参照のこと。 

４ 期  日 

令和８年 12月１日 

ただし、地域の実情等に応じ、12月１日を中心とした前後の日でも差し支えない

ものとする。 

５ 主  唱 

厚生労働省・公益財団法人エイズ予防財団 

６ 実施方法 

(1) 厚生労働省・公益財団法人エイズ予防財団

関係行政機関、エイズ関連ＮＧＯ（非政府組織）等の関係団体、民間企業、報

道機関等の協力を得て、全国的な啓発活動の推進を図る。主として 12 月１日を



 

 

中心に啓発事業を行うほか、年間を通じた普及啓発のためのキャンペーンを実施

する。 

 

(2) 都道府県、保健所を設置する市及び特別区 

関係機関、関係団体等との連携を密にし、それぞれの地域の実情に応じた広報

計画、実施計画等に基づき、次の事項も参考にしながらＨＩＶとエイズに関する

正しい知識の啓発活動を展開する。 

① 新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、映画等の協力を得た広報活動の実施 

② ポスター、パンフレット、リーフレット、ビデオ等の作成・配布等による啓

発活動の実施 

③ 研修会、講習会、講演会、シンポジウム、街頭キャンペーン等の実施 

④ 学校、企業、地区組織等に対する呼びかけ及び協力 

⑤ 一般住民のみならず、相談窓口職員、医療従事者、教育関係者等への啓発 

 

また、梅毒やエムポックスなど関心度の高い感染症情報とも合わせて、特に梅

毒は街頭での呼びかけや感染リスクの高い性産業従事者等への啓発活動等積極

的な広報に努める。 

なお、都道府県から警察に依頼があった場合、広報のために性風俗店営業者の

事業者情報の提供や保健所職員等が個別の事業者を訪問する場合にトラブル防

止の必要が認められればその活動の後方支援などを協力していただけるため、適

宜相談していただくこと。 

 

７ 普及啓発における留意点 

 (1) 普及啓発の基本的考え方 

後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針（令和７年厚生労働省告示

第 294号）の趣旨を踏まえ、我が国に在住するすべての人々に対し、ＨＩＶとエ

イズに関する最新の正しい知識の普及啓発を強化する。 

普及啓発に当たっては、近年の発生動向や対象者の実情を踏まえ、それぞれの

ニーズに応じた最新の正しい知識を分かりやすく提供するとともに、効果的な媒

体を活用しながら、理解の促進に務める。 

   

 (2) 人権の尊重 

  患者・感染者が尊厳を持って安心して暮らせる社会を実現するためには、患

者・感染者本人のみならず、周囲の人々がＨＩＶとエイズについて正しく理解す

ることが重要である。また、就学や就労をはじめとする社会参加を促進すること

は、患者・感染者の人権の尊重及び福利の向上だけでなく、社会全体におけるＨ

ＩＶとエイズに関する最新の正しい知識の啓発や感染者等に対する理解を深め

ることになる。 



  さらに、患者・感染者が安心して治療を継続しながら生活を送るためには、医

療現場、学校、職場及び地域における偏見・差別の発生を未然に防止することが

重要である。そのため、ＮＧＯ等と連携し、これらの関係機関や地域社会に対し

てＨＩＶ感染症・エイズへの理解を深めるための教育・啓発活動を推進するとと

もに、事例研究や相談窓口等に関する情報提供を行うことが必要である。 

(3) ＨＩＶ治療の進歩と検査・早期治療の重要性

ＨＩＶ治療の進歩に伴い、ＨＩＶに感染した場合でも早期診断及び早期治療に

よって長期間にわたり社会の一員として生活を営むことが可能となっている。 

そのため、検査・相談は最寄りの保健所等で無料・匿名で受けられるほか、医

療機関でも受検ができることについて周知を図るなど、利用機会に関する情報提

供の充実に努めるとともに、検査・相談をより受けやすくするための配慮が必要

である。 

(4) その他

広報の実施に当たっては、患者・感染者やその家族の社会的背景や人権に配慮

する。 



令和８年度「世界エイズデー」キャンペーンテーマについて 

１ キャンペーンテーマ 

あなたの話を聞かせてください 

２ 趣 旨 

  本キャンペーンテーマは、主として次に掲げるメッセージを発信するものです。 

ＨＩＶとエイズをめぐる状況は、治療や予防の進歩により大きく変化しています。

一方で、ＨＩＶに関する不安や悩み、検査や治療へのためらい、感染した人々への差

別や偏見は、今なお社会の中に存在しています。こうした課題に向き合うためには、

最新の正しい知識の普及に加えて、一人ひとりの思いや経験に耳を傾け、互いを尊重

し合う姿勢が重要です。 

今年度の「世界エイズデー」キャンペーンテーマには、令和７年 11月に改正され

た予防指針でも重視している「人権の尊重」という考え方を広く社会に伝えたいとい

う思いが込められています。ＨＩＶに感染している人、感染を心配している人、検査

や治療について迷っている人、そしてＨＩＶやエイズについて身近に感じる機会の

少ない人も含め、誰もが安心して自分の思いを語ることができ、その声に耳を傾ける

社会を目指すメッセージです。 

知識を得ることは大切ですが、それだけで検査の受検や受診、治療の継続といった

行動につながるとは限りません。不安や悩みに寄り添い、必要なときに話を聞いてく

れる人や相談先があることは、適切な行動への大きな支えとなります。また、ＨＩＶ

陽性者の語りは、多くの人々に理解や共感をもたらしてきました。 

このテーマは、誰かに話すことを求めるものではなく、話したいと思ったときに、

その声を受け止める環境の大切さを伝えるものです。世界エイズデーを契機に、対話

と共感を通じてＨＩＶとエイズへの理解を深め、検査や相談の促進、差別や偏見のな

い社会の実現につなげていきたいと考えています。 

３ 留意点 

キャンペーンテーマは上記趣旨を踏まえ、世界エイズデー関連イベントに限らず、啓

発資材や講演・研修会の内容への盛り込み、名刺やメール署名への記載等、年間を通じ、

啓発活動の場において広くご利用ください。 

キャンペーンテーマの趣旨は、エイズ予防情報ネットにも掲示いたしますので、ウェ

ブサイト等で啓発活動を展開する場合のリンク先として適宜ご活用ください。 

（https://api-net.jfap.or.jp/index.html） 


